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注　意　事　項

1　解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあり

ます。文字は判読できるよう丁寧に記入しなさい。

2　この問題冊子は，52 ページあります。

試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気

付いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

3　記述式の解答は，一つのマス目に一文字ずつ楷書で記入しなさい。なお，問題冊

子内の下書き欄を使用してもよいが，解答は必ず解答用紙に書きなさい。

4　マークシート式の解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさ

い。例えば，第 2問の 1 と表示のある問いに対して 3と解答する場合は， 

次の（例 1）のように問題番号 2 の解答番号 1の解答欄の 3にマークしなさい。

（例 1） 解　　　 答 　　　欄

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 1 2 3 4 5 6 7 8 9

また，「すべて選べ」や「二つ選べ」などの指示のある問いに対して，複数解答する

場合は，同じ解答番号の解答欄に複数マークしなさい。例えば，第 3問の 2

と表示のある問いに対して 1， 4と解答する場合は，次の（例 2）のように問題番号

3 の解答番号 2の解答欄の 1， 4にそれぞれマークしなさい。

（例 2） 解　　　 答 　　　欄

1 2 3 4 5 6 7 8 9

2 1 2 3 4 5 6 7 8 9

5　問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。

6　問題冊子は最後に回収します。監督者の指示に従って返却しなさい。

2

3

試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

国　　　語
200 点

+記述式の評価
100 分（ ）
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青
原
高
等
学
校
で
は
、
部
活
動
に
関
す
る
事
項
は
、
生
徒
会
部
活
動
規
約
に
則の
つ
と

っ
て
、
生
徒
会
部
活
動
委
員
会
で
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
次
に
示
す
も
の
は
、
そ
の
規
約
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く【
会
話
文
】は
、
生
徒
会
部
活
動
委
員
会
の
執
行
部
会
で
、
翌
週
行
わ
れ
る
生

徒
会
部
活
動
委
員
会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
様
子
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
後
に
示
す
、
執
行
部
会
で
使
用
さ
れ
た【
資
料
①
】〜

【
資
料
③
】を
踏
ま
え
て
、
各
問
い（
問
1
〜
3
）に
答
え
よ
。

第
1
問

青原高等学校　生徒会部活動規約
第 1章　総則

第 1条　部は青原高等学校生徒会会員によって構成する。
第 2条　 部活動に関係する事項は生徒会部活動委員会で審議し，生徒総会

の議決を経て職員会議に提案する。
第 3条　 生徒会部活動委員会は，生徒会本部役員と各部の部長によって構

成する。
第 4条　 生徒会部活動委員会には，委員会の円滑な運営のため，次により

構成する執行部を置く。
委員長　　　各部の部長のうちから 1名
副委員長　　生徒会本部役員のうちから 1名
体育部代表　体育部の部長のうちから 1名
文化部代表　文化部の部長のうちから 1名

第 2章　部の運営
第 5条　 部活動は部員の自主的活動によって部員の趣味・親睦を深めると

同時に，人間性を高め，研究活動の充実，技術の向上を図ること
を目的とする。

第 6条　部活動として次の部を置く。
体育部　硬式野球部　ソフトボール部　サッカー部　剣道部

卓球部　バスケットボール部　バドミントン部　テニス部
文化部　吹奏楽部　演劇部　茶道部　美術部　書道部　琴部

新聞部　科学部
第 7条　 会員は自由意志により所定の手続きをとり，どの部にも所属でき

る。
第 8条　 原則として，一人の会員が複数の部に所属すること（兼部）は禁止

する。ただし，体育部と文化部との兼部については，双方の顧問
の了解が得られれば可能とする。

第 9条　各部は部長・副部長を選出する。
第10条　部活動の終了時間は17時とする。
第11条　 休日，祝日は顧問が必要と認めた場合，顧問の指導のもとに，午

前中又は午後の半日部活動を行うことができる。

第 3章　部の新設・休部・廃部
第12条　 部の新設は，同好会として 3年以上活動していることを条件とす

る。
第13条　 条件を満たし，部として新設を希望する同好会は，当該年度の 4

月第 2週までに，所定の様式に必要事項を記入し，生徒会部活動
委員会に提出することとする。なお，提出期限に遅れた場合，部
の新設は次年度以降とする。

第14条　 部の新設には，生徒総会において出席者の過半数の賛成を必要と
する。

第15条　 部員数が 5名未満であり，その活動も不活発な状態が 1年以上続
いたと認められる場合，生徒会部活動委員会において審議の上，
休部とする。

第16条　 休部の状態が 2年以上続いた場合，生徒総会の議決を経た後，廃
部とする。

第 4章　同好会
（以下略）
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【
会
話
文
】

登
場
す
る
人
物

島
崎 

―
― 

委
員
長
。
剣
道
部
部
長
。

森　
 

―
― 

副
委
員
長
。
生
徒
会
副
会
長
。
新
聞
部
部
長
。

永
井 
―
― 
体
育
部
代
表
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
部
長
。

寺
田 

―
― 
文
化
部
代
表
。
書
道
部
部
長
。

夏
目 

―
― 

教
諭
。
生
徒
会
顧
問
。

島
崎　
　

執
行
部
会
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
執
行
部
会
で
は
、
生
徒
会
部
活
動
委
員
会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
ず
何
を
議

題
と
す
る
か
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
初
に
確
認
し
て
お
き
ま
す
が
、
施
設
や
設
備
の
改
修
な
ど
、
予
算
に
関
わ
る
も
の
は
学
校
側
に
要

望
と
し
て
提
出
し
、
委
員
会
の
議
題
に
は
し
ま
せ
ん
。
で
は
、
森
さ
ん
か
ら
、
提
出
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
議
題
に
つ
い
て
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

森　
　
　

は
い
。
で
は
、【
資
料
①
】の
中
か
ら
、
部
活
動
委
員
会
に
関
わ
り
そ
う
な
議
題
を
選
ぶ
と
、
ま
ず「
ダ
ン
ス
部
の
設
立
」に
な
り
ま
す
ね
。

島
崎　
　

そ
れ
は
…
…
、
議
題
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森　
　
　

え
え
っ
、
な
ぜ
で
す
か
。

島
崎　

 　

現
在
活
動
中
の
同
好
会
は
、「
軽
音
楽
同
好
会
」だ
け
だ
か
ら
で
す
。「
ダ
ン
ス
部
」の
設
立
希
望
が
あ
る
の
な
ら
、
規
約
ど
お
り
に
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

森　
　

 　

あ
あ
、
そ
う
で
し
た
。
う
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
こ
の
件
へ
の
回
答
に
な
る
よ
う
に
、
来
月
発
行
の『
青
原
高
校
新
聞
』の「
生
徒

会
か
ら
」の
コ
ー
ナ
ー
に
、
当
該
年
度
に
部
を
新
設
す
る
た
め
に
必
要
な
、
申
請
時
の
条
件
と
手
続
き
を
、
分
か
り
や
す
く
載
せ
て
お
き
ま
す
。

島
崎　
　

お
願
い
し
ま
す
。
で
は
、
引
き
続
き
、【
資
料
①
】を
基
に
取
り
上
げ
る
議
題
を
挙
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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永
井　
　
【
資
料
①
】か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
議
題
は「
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
」で
す
ね
。

島
崎　
　

そ
う
で
す
ね
。
で
は
、
次
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
議
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

寺
田　
　
「
兼
部
規
定
の
見
直
し
」で
す
。

夏
目　
　

念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
く
け
れ
ど
、
兼
部
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
顧
問
の
許
可
だ
け
は
必
要
に
な
り
ま
す
よ
。

寺
田　
　

は
い
、
見
直
し
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
双
方
の
顧
問
の
許
可
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
の
、
条
件
の
緩
和
で
す
。
こ
れ
ま
で
認
め
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た

ア

と
い
う
要
望
で
す
。

島
崎　
　

な
る
ほ
ど
、
分
か
り
ま
し
た
。
昨
年
も
体
育
部
・
文
化
部
の
双
方
か
ら
同
じ
よ
う
な
条
件
の
緩
和
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
他
に
も

議
題
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
で
は
、
ま
ず「
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
」に
つ
い
て
の
提
案

内
容
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

寺
田　
　

延
長
に
賛
成
し
ま
す
。
個
人
的
に
も
、
作
品
展
の
前
は
時
間
が
足
り
な
い
な
あ
、
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

永
井　
　

延
長
を
認
め
て
ほ
し
い
で
す
。
い
つ
も
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で
赤
雲
学
園
に
勝
て
な
い
ん
で
す
。

島
崎　
　

わ
た
し
も
、
せ
め
て
試
合
前
に
は
練
習
時
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
個
人
的
な
思
い
だ
け
で
は
提
案
で
き
ま
せ

ん
。
何
か
参
考
に
な
る
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

寺
田　
　

市
内
五
校
の
部
活
動
の
終
了
時
間
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。【
資
料
②
】で
す
。

森　
　
　

別
の
資
料
も
あ
り
ま
す
。【
資
料
③
】で
す
。
新
聞
部
が
去
年
の「
文
化
祭
特
別
号
」で
、
部
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
た
記
事
で
す
。

島
崎　
　

あ
り
が
と
う
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
し
て
、
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
を
提
案
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

森　
　
　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
提
案
の
方
向
性
は
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

イ

島
崎　
　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ

う
。
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【資料①】

部活動に関する生徒会への主な要望

要望の内容 要望したクラス
生徒会意見箱に
投
とう

函
かん

された数

ダンス部の設立
1年Ａ組　 1年Ｂ組
1年Ｃ組

35通

部活動の終了時間の延長
1年Ｄ組　 2年Ｃ組
2年Ｄ組

28通

シャワー室の改修 3年Ａ組　 3年Ｂ組 19通

照明機器の増設 2年Ａ組　 3年Ｄ組 15通

兼部規定の見直し 3年Ｃ組 25通

同好会規定の見直し 2年Ｂ組 13通

・投函された意見の総数は148通，そのうち部活動に関する要望は135通。
・今年度 4月末の生徒総数は477人。各学年は 4クラス。

【資料②】

市内 5校の部活動の終了時間

高等学校名 通常時 延長時 延長に必要な条件

青原高等学校 17時00分 － －

青春商業高等学校 17時00分 18時00分
大会・発表会等の前かつ顧問
の許可

白鳥総合高等学校 18時30分 － －

赤雲学園高等学校 17時00分 18時00分 顧問の許可

松葉東高等学校 17時00分 18時30分 顧問の許可
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先
日
、
新
聞
部
が
実
施
し
た「
青
高
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
七
月

十
五
日
実
施
）の
結
果
に
よ
る
と
、
学
校
側
へ
の
要
望
で
、

最
も
多
か
っ
た
も
の
は「
部
活
動
の
充
実
」、
二
番
目
は「
学

校
行
事
の
改
善
」で
あ
っ
た
。

「
部
活
動
の
充
実
」の
内
訳
で
は
、「
部
活
動
の
終
了
時
間

の
延
長
」と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
秋
の

新
人
戦
・
作
品
展
に
向
け
た
練
習
・
準
備
が
活
発
化
す
る

中
、
近
隣
高
校
に
比
べ
て
活
動
時
間
が
短
い
、
と
い
う
思
い

の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

硬
式
野
球
部
主
将
の
中
野
さ
ん
は
、「
青
原
高
校
の
生
徒

は
、
部
活
動
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
学
業
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」と
語
る
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
部
長

の
樋
口
さ
ん
は
、「
部
活
動
を
一
生
懸
命
や
り
た
い
後
輩

は
、
白
鳥
総
合
高
校
を
目
指
し
て
し
ま
う
か
ら
、
ぜ
ひ
部
活

動
の
終
了
時
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

し
か
し
、
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
の
実
現
に
は
課
題

も
あ
る
。
青
原
市
作
成
の「
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
」に
よ
れ

ば
、
本
校
の
通
学
路
は
、
歩
道
も
確
保
で
き
な
い
ほ
ど
道
幅

が
狭
い
。
ま
た
、
交
通
量
の
ピ
ー
ク
は
午
前
七
時
前
後
と
午

後
六
時
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
指
導
担
当
の
織
田
先
生

は
、「
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
を
認
め
た
場
合
、
生
徒

の
下
校
が
集
中
す
る
時
間
帯
の
安
全
確
保
に
問
題
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
」と
語
っ
て
い
る
。

【資料③】

青原高校新聞　（平成28年 9 月 7 日　文化祭特別号　青原高等学校新聞部）　抜粋

新
聞
部「
青
高
ア
ン
ケ
ー
ト
」結
果
発
表

第
一
位
は「
部
活
動
の
充
実
」

「部活動の充実」の内訳 青原高校に求めるもの（複数回答可）
 総回答数：274  総回答数：522

196
（71.5 %）

73
（26.7 %）

5
（1.8 %）

部活動の終了時間の延長

兼部条件の緩和

外部指導者の導入

274
（52.5 %）

90
（17.2 %）

76
（14.6 %）

36
（6.9 %）

11
（2.1 %）

35
（6.7 %）

部活動の充実 学校行事の改善

施設設備の充実 授業の工夫改善

教育相談の充実 その他

青高生の主張
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問
1　

傍
線
部「
当
該
年
度
に
部
を
新
設
す
る
た
め
に
必
要
な
、
申
請
時
の
条
件
と
手
続
き
」と
あ
る
が
、
森
さ
ん
が
新
聞
に
載
せ
る
べ
き
条
件
と
手
続

き
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
五
十
字
以
内
で
書
け（
句
読
点
を
含
む
）。

（
次
は
問
1
の
下
書
き
欄
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。）

問
2　

空
欄

ア

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
要
望
の
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
よ
う
に
、
二
十
五
字
以
内
で
書
け（
句
読
点
を
含
む
）。

（
次
は
問
2
の
下
書
き
欄
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。）

5

10

15

50
5

10

15

25
と
い
う
要
望
で
す
。
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問
3　

空
欄

イ

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
森
さ
ん
は
何
と
述
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
⑴
〜
⑷
を
満
た
す
よ
う
に
書
け
。

⑴　

二
文
構
成
で
、
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と（
句
読
点
を
含
む
）。
な
お
、
会
話
体
に
し
な
く
て
よ
い
。

⑵　

一
文
目
は「
確
か
に
」と
い
う
書
き
出
し
で
、
具
体
的
な
根
拠
を
二
点
挙
げ
て
、
部
活
動
の
終
了
時
間
の
延
長
を
提
案
す
る
こ
と
に
対
す

る
基
本
的
な
立
場
を
示
す
こ
と
。

⑶　

二
文
目
は「
し
か
し
」と
い
う
書
き
出
し
で
、
部
活
動
の
終
了
時
間
を
延
長
す
る
と
い
う
提
案
が
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
、
具
体
的
な
根
拠
と
併
せ
て
示
す
こ
と
。

⑷　

⑵
・
⑶
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
は
す
べ
て【
資
料
①
】〜【
資
料
③
】に
よ
る
こ
と
。
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（
次
は
問
3
の
下
書
き
欄
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。）

5

10

15
75

80

120
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近
代
空
間
シ
ス
テ
ム
と
路
地
空
間
シ
ス
テ
ム

訪
れ
た
都
市
の
内
部
に
触
れ
た
と
感
じ
る
の
は
、
ま
ち
の
路
地
に
触
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
香
り
が
あ
っ

て
、
固
有
で
特
殊
で
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
ど
こ
か
で
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
記
憶
が
よ
ぎ
る
。
西
欧
の
路
地
は
建
物

と
建
物
の
す
き
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
は
み
出
し
も
の
が
な
く
管
理
さ
れ
て
い
る
。
路
地
と
内
部
空
間
と
の
結
び
つ
き

は
窓
と
ド
ア
に
よ
り
単
純
で
あ
る
。
日
本
の
路
地
は
敷
地
と
敷
地
の
間
に
あ
り
、
ま
た
建
物
と
建
物
の
間
に
あ
り
、

建
物
に
は
出
窓
あ
り
、
掃
き
出
し
窓
あ
り
、
縁
あ
り
庇ひ
さ
し

あ
り
、
塀
あ
り
等
、
多
様
で
複
雑
で
あ
る
。
敷
地
の
中
に

も
建
物
の
中
に
も
路
地（
土
間
）は
あ
っ
た
。

日
本
の
路
地
空
間
に
は
西
欧
の
路
地
に
は
な
い
自
然
性
が
あ
る
。
物
質
と
し
て
の
自
然
、
形
成
過
程
と
し
て
の
自

然
、
の
2
つ
で
あ
る
。
日
本
の
坪
庭
を
考
え
て
み
よ
う
。
や
は
り
建
物（
4
つ
の
）に
囲
ま
れ
た
坪
庭
の
特
徴
は
そ
こ

が
砂
や
石
や
土
と
緑
の
自
然
の
空
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
閉
じ
た
自
然
は
床
下
を
通
っ
て
建
物
外
部
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
日
本
の
路
地
に
も
、
坪
庭
の
よ
う
に
全
面
的
で
は
な
い
が
自
然
性
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
路
地

空
間
の
特
徴
は
、
あ
る
数
戸
が
集
ま
っ
た
居
住
建
築
の
中
で
軒
や
縁
や
緑
の
重
な
っ
た
通
行
空
間
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
は
通
行
空
間
で
あ
る
が
居
住
集
合
の
ウ
チ
の
空
間
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
生
活
境
域
と
し
て
の
ま
と
ま
り

が
あ
る
。
ソ
ト
の
空
間
か
ら
区
切
ら
れ
て
い
る
が
通
行
空
間
と
し
て
つ
な
が
る
こ
の
微
妙
な
空
間
シ
ス
テ
ム
を
継
承

す
る
に
は
物
理
的
な
仕
組
み
の
継
承
だ
け
で
な
く
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
相
関
的
秩
序
が
あ
り
、
通
行
者
も

そ
れ
に
対
応
で
き
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

（
注
1
）

次
の
文
章
と
図
表
は
、
宇う

杉す
ぎ

和か
ず

夫お「
路
地
が
ま
ち
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
」の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
〜
5
）に
答
え

よ
。
な
お
、
表
1
、
2
及
び
図
3
に
つ
い
て
は
、
文
章
中
に「（
表
1
）」な
ど
の
記
載
は
な
い
。

第
2
問

 表 1
近代道路空間計画システム 路地空間システム（近代以前空間システム）

主体 クルマ・交通 人間・生活

背景 欧米近代志向 土着地域性

形成 人工物質・基準標準化 自然性・多様性・手づくり性

構造 機能・合理性・均質性 Ａ機縁物語性・場所性・領域的

空間 Ｂ広域空間システム・ヒエラルキー 地域環境システム・固有性

効果 人間条件性・国際普遍性 人間ふれあい性・地域文化継承
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現
在
、
近
代
に
欧
米
か
ら
移
入
さ
れ
、
日
本
の
近
代
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
都
市
空
間
・
建
築
空
間
シ
ス
テ
ム

が
環
境
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
に
も
ち
込
ま
れ
た
近
代
は
、
明
治
開
国
ま
で
は

そ
の
多
く
は
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
で
変
質
し
た
近
代
西
欧
文
化
で
融
和
性
も
あ
っ
た
。
明
治
に
至
っ
て
急
速
な

欧
米
文
化
導
入
の
後
の
日
本
の
近
代
の
空
間
計
画
を
見
れ
ば
、
路
地
空
間
、
路
地
的
空
間
シ
ス
テ
ム
は
常
に
、
大
枠

と
し
て
近
代
の
空
間
シ
ス
テ
ム
と
対
照
的
位
置
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
近
代
の
空
間
計
画
の
特
徴
を
産
業
技

術
発
展
と
都
市
化
と
近
代
社
会
形
成
の
主
要
3
点
に
つ
い
て
あ
げ
れ
ば
、
そ
の
対
照
に
路
地
空
間
の
特
徴
を
あ
げ
る

こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
路
地
的
空
間
、
路
地
的
空
間
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
近
代
空
間

シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
地
域
に
継
承
さ
れ
て
き
た
空
間
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
肯
定
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

路
地
の
形
成
と
は
記
憶
・
持
続
で
あ
る

路
地
的
空
間
に
つ
い
て
述
べ
る
基
本
的
な
視
座
に
、「
道
」「
道
路
」の
視
座
と「
居
住
空
間
」の
視
座
が
あ
り
、
ど
ち

ら
か
片
方
を
省
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
・
道
路
は
環
境
・
居
住
空
間
の
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
環
境
・
都

市
は
人
間
を
総
体
的
に
規
定
し
、
文
化
も
個
も
環
境
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
。
行
動
を
制
約
し
て
し
ま
う
環
境
と

し
て
の
住
宅
と
都
市
、
そ
の
正
し
い
環
境
、
理
想
環
境
と
は
何
か
を
ど
う
問
い
か
け
る
か
。
こ
れ
が
西
欧
の
都
市
は

古
代
以
来
明
確
で
あ
っ
た
。
都
市
は
神
の
秩
序
で
、
神
と
同
じ
形
姿
を
も
つ
人
間
だ
け
が
自
然
の
姿
と
都
市
の
姿
を

生
活
空
間
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
都
市
の
基
本
的
性
質
で
あ
る「
非
西
欧
都
市
」の
形
成
を
近
代
以
前
と
近
代
に
分

け
て
、
そ
の
形
成
経
過
を
次
の
世
代
に
ど
う
説
明
・
継
承
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
ど
う
持
続
さ
せ
て
い
く
の
か
が
重

要
で
あ
る
。
そ
し
て
体
験
空
間
の
形
成
・
記
憶
の
継
承
と
路
地
的
空
間
の
持
続
は
こ
の
大
事
な
現
在
の
問
題
の
骨
格

 表 2
地形と集落の路地

低地の路地 台地の路地 地形の縁・境界 丘陵・山と路地
非区画型路地
（オモテウラ型）
（クルドサック型）

水路と自由型 トオリとウラ道 山辺路地・崖縁路地
崖（堤）下路地・階段路地
行き当たり封鎖

丘上集
崖上路地
景観と眺望

区画内型路地
（パッケージ型）

条理区画
条坊区画
近世町家区画
耕地整理
土地区画整理

条理区画
条坊区画
近世町家区画
耕地整理
土地区画整理
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に
な
り
続
け
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
根
本
的
な
次
元
で
は
現
在
の
区
画
化
さ
れ
た
市
街
地
形
成
の

モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、
そ
の
形
成
過
程
の
記
憶
、
原
風
景
を
も
計
画
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
元

来
、
日
本
の
自
然
環
境（
自
然
景
観
）は
ア
ジ
ア
が
共
有
す
る
自
然
信
仰
の
認
識
的
な
秩
序
の
中
に
あ
っ
た
。
日
本
の

ム
ラ
と
マ
チ
は
西
欧
と
異
な
り
、
環
境
と
し
て
の
自
然
と
一
体
的
で
あ
り
連
続
的
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
周
囲
の（
中
心
で
あ
る
）山
と
海
に
生
活
空
間
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
路
地
は
地
形
に

深
く
結
び
つ
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
日
本
の
道
空
間
の
原
型
・
原
風
景
は
区
画
さ
れ
た
街
区
に
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ま
た「
す
べ
て

の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
」と
い
わ
れ
、
ロ
ー
マ
か
ら
拡
大
延
長
さ
れ
た
西
欧
の
道
路
空
間
と
、
日
本
の
道
空
間
は
異

な
る
。
目
的
到
着
点
を
も
つ
参
道
型
空
間
が
基
本
で
あ
り
、
地
域
内
の
参
道
空
間
か
ら
折
れ
曲
が
っ
て
分
か
れ
、 

よ
り
広
域
の
次
の
参
道
空
間
に
結
び
つ
く
形
式
で
、
西
欧
の
グ
リ
ッ
ド
形
式
、
放
射
形
式
の
道
路
と
は
異
な
る 

（
図
1
）。
多
く
の
日
本
の
ま
ち
は
こ
の
参
道
空
間
の
両
側
の
店
と
住
居
と
そ
の
裏
側
の
空
間
か
ら
な
り
、
そ
の
間
に

路
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
城
下
町
に
も
組
み
込
ま
れ
て
す
き
ま
と
し
て
の
路
地
が
あ
る
ゆ
え
に
連
続
的
、
持
続
的
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
面
的
に
広
が
っ
た
計
画
的
区
画
に
あ
る
路
地
は
同
様
の
も
の

が
繰
り
返
し
連
続
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
路
地
と
し
て
前
者
の
参
道
型
路
地
、
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
型
路
地
と
区
分
で
き
る

（
図
2
）。

こ
の
区
画
方
形
の
グ
リ
ッ
ド
の
原
型
・
原
風
景
は
ど
こ
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
そ
の
グ
リ
ッ
ド
街
路
の
原
型
を
ギ

リ
シ
ャ
都
市
に
求
め
、
近
代
世
界
の
中
心
都
市
を
目
指
し
た
。
ア
ジ
ア
の
都
市
に
は
そ
れ
と
は
異
な
る
別
の
源
流
が

あ
る
。
日
本
の
都
市
は
こ
の
区
画
街
区
に
限
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
源
流
と
欧
米
の
源
流
の
重
複
的
形
式
の
空
間
形
成
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
路
地
は
計
画
的
な
区
画
整
形
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
自
然
尊
重
の
立
場
が
基
本
に
あ

り
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
。

（
注
2
）

（
注
3
）

 図 3  図 2  図 1
◎
東
京
・
江
東
区
の
街
区
形
成
と
通

り自
動
車
交
通
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
な

ら
ず
ガ
ラ
ン
と
し
た
通
り
も
あ
る

◎
参
道
型
路
地
空
間
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

型
路
地
空
間

月
島
の
通
り
抜
け
路
地
は
典
型
的
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
路
地
で
あ
る

パッケージ型参道型

◎
参
道
型
路
地
的
空
間

東
京
・
神
田
の
小
し
よ
う
祠し
に
は
、
そ
の

手
前
の
街
区
に
参
道
型
路
地
的
空
間

が
発
見
で
き
た
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日
本
に
も
西
欧
に
も
街
区
形
式
の
歴
史
と
継
承
が
あ
る
。
東
京
に
も
江
戸
か
ら
継
承
さ
れ
た
街
区
が
あ
る
。
江
東

区
の
方
形
整
形
街
区
方
式
は
掘
割
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
。
自
由
型
の
水
路
に
沿
っ
た
路
地
と
同
様
、
区
画
整
形
街

区
も
水
面
に
沿
っ
た
路
地
と
接
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
方
形
形
式
は
震
災
復
興
区
画
整
理
事
業
で
も
、
戦
災

後
の
復
興
計
画
で
も
継
続
さ
れ
た
。
こ
こ
は
近
代
の
、
整
形
を
基
本
と
す
る
市
街
地
整
備
の
典
型
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
理
想
と
し
た
成
果
・
持
続
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か（
図
4
）。

東
京
の
魅
力
あ
る
市
街
地
と
し
て
は
地
形
の
複
雑
な
山
の
手
に
評
価
が
あ
る
。
山
の
手
で
は
否い
や

応お
う

な
く
地
形
、
自

然
が
関
連
す
る
。
し
か
し
区
画
整
形
の
歴
史
が
あ
る
江
東
区
で
は
、
計
画
が
機
能
的
・
経
済
的
に
短
絡
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
中
で
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
居
住
区
形
成
に
は
、
水
面
水
路
と
の
計
画
的
な
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

単
に
区
画
整
形
す
る
だ
け
で
は
魅
力
あ
る
住
宅
市
街
地
は
形
成
さ
れ
な
い
。
そ
の
計
画
的
な
配
慮
と
は
、
第
1
に
地

区
街
区
の
歴
史
的
な
空
間
の
記
憶
を
人
間
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
に
し
て
継
承
す
る
努
力
で
あ
る
。
体
験
さ
れ
て
き
た
空

間
を
誇
り
を
も
っ
て
継
承
す
る
意
思
で
あ
る
。
路
地
的
空
間
の
継
承
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
理
的
空
間
基
準
が
変
革

対
象
と
し
て
き
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
新
区
画
街
区
の
傍
ら
に
、
水
資
源
活
用
か
ら
立
地
し
た
工
場
敷
地
跡

地
が
、
水
辺
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
高
層
居
住
の
眺
望
・
景
観
を
売
り
も
の
に
再
開
発
さ
れ
れ
ば
、
住
宅
需
要
者

の
希
望
は
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
向
か
い
、
街
区
中
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
停
滞
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
2
タ
イ
プ
に
対
し
て
、
向
島
地
区
の
路
地
的
空
間
は
街
区
型
で
も
な
く
、
開
放
高
層
居
住
空
間
で
も
な
く
、

自
然
形
成
農
道
等
か
ら
な
る
地
域
継
承
空
間
シ
ス
テ
ム
の
文
脈
の
中
に
あ
る（
図
5
）。
そ
し
て
そ
こ
で
も
ま
た
居
住

者
の
評
価
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
本
来
、
地
域
に
継
承
さ
れ
て
き
た
空
間
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
計
画
検

討
課
題
に
な
り
、
結
果
が
よ
け
れ
ば
ビ
ジ
ョ
ン
の
核
に
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
地
域
の
継

承
空
間
シ
ス
テ
ム
は
居
住
者
の
持
続
的
居
住
欲
求
に
よ
っ
て
残
り
、
ま
た
地
域
の
原
風
景
に
対
す
る
一
般
人
の
希

求
・
要
求
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
継
承
に
至
っ
た
も
の
が
多
く
、
計
画
的
に
は
あ
く
ま
で
変
革
す
べ
き
対
象
で

（
注
4
）

 図 4
◎
東
京
・
江
東
区
の
街
区
の
中
の
路

地区
画
整
理
街
区
に
も
路
地
的
空
間
が

ま
ち
の
特
性
を
つ
く
っ
て
い
る

 図 5
◎
東
京
・
墨
田
区
向
島
の
通
り

向
島
の
通
り
空
間
は
カ
ー
ブ
し
て
ま

ち
の
特
性
と
な
っ
て
い
る
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あ
っ
た
経
過
が
あ
る
。
計
画
と
は
あ
く
ま
で
欧
米
空
間
へ
の
追
随
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域
継
承
の
路
地
空
間

シ
ス
テ
ム
居
住
地
区
に
お
い
て
も
駅
前
や
北
側
背
後
に
水
面
を
も
つ
地
区
に
お
い
て
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
含
む
再
開

発
が
進
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
再
開
発
も
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
高
層
地
区
提
案
の
よ
う
に
、
地
区
を
全
面

的
に
変
革
す
る
も
の
で
は
な
く
、
路
地
的
空
間
と
の
関
係
こ
そ
が
計
画
の
テ
ー
マ
と
な
る
方
法
論
が
必
要
で
あ
る
。

路
地
的
空
間
を
も
つ
低
層
居
住
地
区
に
す
る
か
、
外
部
開
放
空
間
を
も
つ
高
層
居
住
地
区
に
す
る
か
と
い
っ
た
二

者
択
一
で
は
な
く
、
地
域
・
地
区
の
中
で
両
空
間
モ
デ
ル
が
補
完
・
混
成
し
て
成
立
す
る
シ
ス
テ
ム
が
残
っ
て
い

る
。
地
域
の
原
風
景
、
村
の
原
風
景
は
都
市
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
で
あ
る
。
そ
の
村

（
集
落
）の
原
風
景
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る
が
、
家
並
み
と
路
地
と
共
同
空
間
か
ら
な
る
村
と
ま
ち
の
原
風
景

は
、
現
在
の
ス
ト
ッ
ク
の
再
建
に
至
っ
た
時
に
は
、
す
べ
て
の
近
代
空
間
計
画
地
の
再
生
に
あ
た
っ
て
、
可
能
性
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
都
市
居
住
に
と
っ
て
も
路
地
は
ふ
れ
あ
い
と
場
所
の
原
風
景
で
あ
る
。
近
代
化
の
中
で
こ
そ

路
地
の
原
風
景
に
特
別
の
意
味
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
近
代
都
市
計
画
を
継
承
す
る
新
た
な
時
代
の

1
つ
の
原
点
に
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
宇
杉
和
夫
他『
ま
ち
路
地
再
生
の
デ
ザ
イ
ン
―
―
路
地
に
学
ぶ
生
活
空
間
の
再
生
術
』に
よ
る
。

 

な
お
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

（
注
5
）

（
注
） 

1　

坪
庭
―
―
建
物
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
庭
。

 

2　

グ
リ
ッ
ド
―
―
格
子
。

 

3　

ク
ル
ド
サ
ッ
ク
―
―
袋
小
路
。

 

4　

掘
割
―
―
地
面
を
掘
っ
て
作
っ
た
水
路
。
江
東
区
に
は
掘
割
を
埋
め
立
て
て
道
路
を
整
備
し
た
箇
所
が
あ
る
。

 

5　

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
―
―
ス
イ
ス
生
ま
れ
の
建
築
家（
一
八
八
七
〜
一
九
六
五
）。
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問
1　

文
章
全
体
の
内
容
に
照
ら
し
た
場
合
、
表
1
の
傍
線
部
Ａ
・
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群

の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

1

・

2

。

Ａ　

機
縁
物
語
性　
　

1

1　

通
行
空
間
に
緑
を
配
置
し
、
自
然
の
大
切
さ
を
認
識
で
き
る
環
境
に
優
し
い
構
造
。

2　

生
活
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
立
し
、
通
行
者
も
そ
こ
に
参
入
で
き
る
開
放
的
な
構
造
。

3　

生
活
環
境
と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
自
立
的
な
構
造
。

4　

ウ
チ
と
ソ
ト
の
空
間
に
応
じ
て
人
間
関
係
が
変
容
す
る
よ
う
な
、
劇
的
な
構
造
。

5　

通
行
空
間
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
生
活
空
間
の
歴
史
や
記
憶
を
継
承
す
る
構
造
。

Ｂ　

広
域
空
間
シ
ス
テ
ム　
　

2

1　

中
心
都
市
を
基
点
と
し
て
拡
大
延
長
さ
れ
た
合
理
的
空
間
シ
ス
テ
ム
。

2　

区
画
整
理
さ
れ
な
が
ら
も
原
風
景
を
残
し
た
近
代
的
空
間
シ
ス
テ
ム
。

3　

近
代
化
以
前
の
ア
ジ
ア
的
空
間
と
融
合
し
た
欧
米
的
空
間
シ
ス
テ
ム
。

4　

産
業
技
術
に
よ
っ
て
地
形
を
平
ら
に
整
備
し
た
均
質
的
空
間
シ
ス
テ
ム
。

5　

居
住
空
間
を
減
ら
し
て
交
通
空
間
を
優
先
し
た
機
能
的
空
間
シ
ス
テ
ム
。
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問
2　

図
2
の「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
」と「
参
道
型
」の
路
地
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号

は

3

。

1　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
路
地
と
は
、
近
代
道
路
空
間
計
画
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
区
画
化
さ
れ
た
車
優
先
の
路
地
の
こ
と
で
あ
り
、
参
道
型
の
路

地
と
は
、
ア
ジ
ア
の
自
然
信
仰
に
基
づ
い
た
、
手
つ
か
ず
の
自
然
を
残
し
た
原
始
的
な
路
地
を
指
す
。

2　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
路
地
と
は
、
区
画
整
理
さ
れ
た
路
地
が
反
復
的
に
拡
張
さ
れ
た
路
地
の
こ
と
で
あ
り
、
参
道
型
の
路
地
と
は
、
通
り
抜

け
で
き
な
い
目
的
到
着
点
を
も
ち
、
折
れ
曲
が
っ
て
持
続
的
に
広
が
る
、
城
下
町
に
あ
る
よ
う
な
路
地
を
指
す
。

3　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
路
地
と
は
、
ロ
ー
マ
の
よ
う
な
中
心
都
市
か
ら
拡
大
延
長
さ
れ
一
元
化
さ
れ
た
路
地
の
こ
と
で
あ
り
、
参
道
型
の
路
地

と
は
、
祠ほ
こ
ら

の
よ
う
な
複
数
の
目
的
到
達
地
点
に
よ
っ
て
独
自
性
を
競
い
合
う
よ
う
な
日
本
的
な
路
地
を
指
す
。

4　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
路
地
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
を
モ
デ
ル
に
発
展
し
て
き
た
同
心
円
状
の
幾
何
学
的
路
地
の
こ
と
で
あ
り
、
参
道
型
の

路
地
と
は
、
通
行
空
間
と
居
住
空
間
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
秩
序
を
失
っ
た
ア
ジ
ア
的
な
路
地
を
指
す
。

5　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
路
地
と
は
、
通
り
抜
け
で
き
る
路
地
と
通
り
抜
け
で
き
な
い
路
地
が
繰
り
返
し
連
続
す
る
路
地
の
こ
と
で
あ
り
、
参
道

型
の
路
地
と
は
、
他
の
路
地
と
連
続
的
、
持
続
的
に
広
が
る
迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
指
す
。
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問
3　

図
3
の
江
東
区
の
一
画
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜

5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

4

。

1　

街
区
の
一
部
を
区
画
整
理
し
、
江
戸
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
残
し
つ
つ
複
合
的
な
近
代
の
空
間
に
整
備
さ
れ
た
例
。

2　

区
画
整
理
の
歴
史
的
な
蓄
積
を
生
か
し
、
人
間
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
的
記
憶
と
そ
の
継
承
を
重
視
し
て
整
備
さ
れ
た
例
。

3　

江
戸
か
ら
継
承
さ
れ
た
水
路
を
埋
め
立
て
、
自
動
車
交
通
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
近
代
の
空
間
に
整
備
さ
れ
た
例
。

4　

掘
割
や
水
路
を
大
規
模
に
埋
め
立
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
眺
望
・
景
観
を
売
り
も
の
に
し
て
整
備
さ
れ
た
例
。

5　

複
雑
な
地
形
が
連
続
し
て
い
る
地
の
利
を
生
か
し
、
江
戸
期
の
掘
割
や
水
路
に
沿
っ
た
区
画
に
整
備
さ
れ
た
例
。　
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問
4　
「
路
地
空
間
」・「
路
地
的
空
間
」は
ど
の
よ
う
な
生
活
空
間
と
捉
え
ら
れ
る
か
。
文
章
全
体
に
即
し
た
ま
と
め
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の

1
〜
6
の
う
ち
か
ら
二
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

5

。

1　

自
然
発
生
的
に
区
画
化
さ
れ
た
生
活
空
間
。

2　

地
形
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
生
活
空
間
。

3　

大
自
然
の
景
観
を
一
望
で
き
る
生
活
空
間
。

4　

都
市
と
は
異
な
る
自
然
豊
か
な
生
活
空
間
。

5　

通
行
者
の
安
全
性
を
確
保
し
た
生
活
空
間
。

6　

土
地
の
記
憶
を
保
持
し
て
い
る
生
活
空
間
。
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問
5　

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る「
路
地
的
空
間
」の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
、
緊
急
時
や
災
害
時
の
対
応
の
観
点
を
加
え
て
議
論
し
た
場
合
、
文
章
全
体

を
踏
ま
え
て
成
り
立
つ
意
見
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

6

。

1　

機
能
性
や
合
理
性
を
重
視
す
る
都
市
の
生
活
に
あ
っ
て
、
路
地
的
空
間
は
緊
急
時
の
対
応
を
可
能
に
す
る
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
一
方
、
そ
う
し
た
生
活
境
域
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
し
ば
し
ば
自
然
信
仰
的
な
秩
序
と
と
も
に
あ
る
た
め
、
近
代

的
な
計
画
に
基
づ
い
て
再
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
短
所
が
あ
る
。

2　

日
本
の
路
地
的
空
間
は
欧
米
の
路
地
と
は
異
な
り
、
自
然
と
の
共
生
や
人
間
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
可
能
に
す
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
一

方
、
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
よ
う
な
区
画
整
理
を
拒
否
す
る
た
め
、
居
住
空
間
と
通
行
空
間
が
連
続
的
に
広
が
ら
ず
、
高
齢
の
単
身
居
住
者

が
多
く
な
り
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
い
て
孤
立
し
て
し
ま
う
と
い
う
短
所
が
あ
る
。

3　

豊
か
な
自
然
や
懐
か
し
い
風
景
が
残
存
し
て
い
る
路
地
的
空
間
は
、
持
続
的
に
住
み
た
い
と
思
わ
せ
る
生
活
空
間
で
あ
り
、
相
互
扶
助
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
一
方
、
計
画
的
な
区
画
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
災
害
時
に
は
、
緊

急
車
両
の
進
入
を
妨
げ
た
り
住
民
の
避
難
を
困
難
に
し
た
り
す
る
短
所
が
あ
る
。

4　

路
地
的
空
間
に
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
を
可
能
に
す
る
機
能
的
な
道
・
道
路
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
近
代
的
な
都
市
の
街
区
に
は
な
い

長
所
が
あ
る
。
一
方
、
都
市
居
住
者
に
と
っ
て
路
地
的
空
間
は
地
域
の
原
風
景
と
し
て
ば
か
り
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
そ
う
し
た
機
能
性
が
合

理
的
に
評
価
さ
れ
た
り
、
活
用
さ
れ
た
り
し
に
く
い
と
い
う
短
所
が
あ
る
。

5　

再
開
発
を
行
わ
ず
近
代
以
前
の
地
域
の
原
風
景
を
と
ど
め
る
低
層
住
宅
の
路
地
的
空
間
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
結
束
力
が
強
く
、

非
常
事
態
に
お
い
て
も
対
処
で
き
る
長
所
が
あ
る
。
一
方
、
隣
接
す
る
欧
米
近
代
志
向
の
開
放
高
層
居
住
空
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
価

値
観
が
あ
ま
り
に
も
異
な
る
た
め
に
共
存
で
き
な
い
と
い
う
短
所
が
あ
る
。
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次
の
文
章
は
、
複
数
の
作
家
に
よ
る『
捨
て
る
』と
い
う
題
の
作
品
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光み
つ

原は
ら

百ゆ

合り

の
小
説「
ツ
バ
メ
た
ち
」の
全
文
で
あ

る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
〜
5
）に
答
え
よ
。
な
お
、
本
文
の
上
の
数
字
は
行
数
を
示
す
。

〈
一
羽
の
ツ
バ
メ
が
渡
り
の
旅
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
町
で
、「
幸
福
な
王
子
」と
呼
ば
れ
る
像
と
仲
良
く
な
っ
た
。
王
子
は
町
の
貧
し
い
人
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
ツ
バ
メ
か
ら
聞
い
て
心
を
痛
め
、
自
分
の
体
か
ら
宝
石
や
金き
ん

箔ぱ
く

を
外
し
て
配
る
よ
う
頼
む
。
冬
が
近
づ
い
て
も
王
子
の
願
い
を
果
た
す
た

め
に
そ
の
町
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ツ
バ
メ
は
、
つ
い
に
凍
え
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
王
子
の
心
臓
は
張
り
裂
け
た
。
金
箔
を
は
が
さ
れ
て

み
す
ぼ
ら
し
い
姿
に
な
っ
た
王
子
の
像
は
溶
か
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
二
つ
に
割
れ
た
心
臓
だ
け
は
ど
う
し
て
も
溶
け
な
か
っ
た
。
ツ
バ
メ
の
死
骸
と
王

子
の
心
臓
は
、
と
も
に
ゴ
ミ
捨
て
場
に
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
夜
、「
あ
の
町
か
ら
も
っ
と
も
尊
い
も
の
を
二
つ
持
っ
て
き
な
さ
い
」と
神
に
命
じ
ら
れ
た

天
使
が
降
り
て
き
て
、
ツ
バ
メ
と
王
子
の
心
臓
を
抱
き
、
天
国
へ
と
持
ち
帰
っ
た
の
だ
っ
た
。

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
作「
幸
福
な
王
子
」よ
り
〉

Ａ
遅
れ
て
そ
の
町
に
や
っ
て
き
た
若
者
は
、
な
ん
と
も
風
変
わ
り
だ
っ
た
。

つ
や
の
あ
る
黒
い
羽
に
敏び
ん

捷し
よ
う

な
身
の
こ
な
し
、
実
に
見
た
目
の
い
い
若
者
だ
っ
た
か
ら
、
南
の
国
に
わ
た
る
前
、
最
後
の
骨
休
め
を
し
な
が
ら
翼

の
力
を
た
く
わ
え
て
い
る
あ
た
し
た
ち
の
群
れ
に
、
問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
あ
た
し
の
友
だ
ち
の
中
に
も
彼
に
興
味
を
示
す
も
の
は
何
羽
も
い

た
。
で
も
、
彼
が
い
つ
も
夢
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
語
る
も
の
だ
か
ら
―
―
今
ま
で
見
て
き
た
北
の
土
地
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
飛
ん
で
い
く
南
の
国

に
つ
い
て
、
遠
く
を
見
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
語
る
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
そ
の
う
ち
興
味
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
来
年
、
一
緒
に
巣
を
こ

し
ら
え
て
子
ど
も
を
育
て
る
連
れ
合
い
に
は
、
そ
こ
ら
を
飛
ん
で
い
る
虫
を
素
早
く
見
つ
け
て
た
く
さ
ん
つ
か
ま
え
て
く
れ
る
若
者
が
ふ
さ
わ
し
い
。

遠
く
を
見
る
ま
な
ざ
し
な
ど
必
要
な
い
。

と
は
い
え
嫌
わ
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
し
、
厳
し
い
渡
り
の
旅
を
と
も
に
す
る
仲
間
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
彼
は
あ
た
し
た
ち

と
そ
の
ま
ま
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
。

第
3
問

151015
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そ
ん
な
彼
が
翼
繁し
げ

く
通
っ
て
い
た
の
が
、
丘
の
上
に
立
つ
像
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
早
く
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
身
分
の
高
い
人
間
、「
王プ
リ

子ン
ス

」と
人
間
た

ち
は
呼
ん
で
い
た
が
、
そ
の
姿
に
似
せ
て
作
っ
た
像
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
遠
く
か
ら
で
も
き
ら
き
ら
光
っ
て
い
る
の
は
、
全
身
に
金
が
貼
っ
て
あ
っ

て
、
た
い
そ
う
高
価
な
宝
石
も
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
あ
た
し
た
ち
に
は
金
も
宝
石
も
用
は
な
い
が
。

人
間
た
ち
は
こ
の
像
を
ひ
ど
く
大
切
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
何
か
と
い
え
ば
そ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
、
列
を
作
っ
て
歩
く
や
ら
歌
う
や
ら
踊
る
や

ら
、
ア
ギ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
し
く
騒
い
で
い
た
。

彼
は
そ
の
像
の
肩
に
と
ま
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
好
き
な
よ
う
だ
っ
た
。
王
子
の
像
も
嬉う
れ

し
そ
う
に
応
じ
て
い
た
。

「
一
体
何
を
、
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
の
？
」

彼
に
そ
う
聞
い
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。

「
僕
の
見
て
き
た
北
の
土
地
や
、
ま
だ
見
て
い
な
い
け
れ
ど
話
に
聞
く
南
の
国
の
こ
と
を
ね
。
あ
の
方
は
お
気
の
毒
に
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
ら

し
た
間
も
、
身
分
が
高
い
せ
い
で
い
つ
も
お
城
の
中
で
守
ら
れ
て
い
て
、
そ
う
簡
単
に
は
よ
そ
の
土
地
に
行
け
な
か
っ
た
ん
だ
。
憧
れ
て
い
た
遠
い
場

所
の
話
を
聞
け
る
の
が
、
と
て
も
嬉
し
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
る
」

「
そ
り
ゃ
よ
か
っ
た
わ
ね
」

あ
た
し
た
ち
に
は
興
味
の
な
い
遠
い
土
地
の
話
が
、
身
分
の
高
い
お
方
と
や
ら
に
は
嬉
し
い
の
だ
ろ
う
。
誇
ら
し
げ
に
話
す
彼
の
様
子
が
腹
立
た
し

く
、
あ
た
し
は
さ
っ
さ
と
朝
食
の
虫
を
捕
ま
え
に
飛
び
立
っ
た
。

や
が
て
彼
が
、
王
子
と
話
す
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
く
わ
え
て
飛
び
立
っ
て
、
町
の
あ
ち
こ
ち
に
飛
ん
で
い
く
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
南
へ
の
旅
立
ち
も
近
い
と
い
う
の
に
一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
、
あ
た
し
に
は
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。

風
は
日
増
し
に
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。
あ
た
し
た
ち
の
群
れ
の
長
老
が
旅
立
ち
の
日
を
決
め
た
が
、
そ
れ
を
聞
い
た
彼
は
、
自
分
は
行
か
な
い
、
と

答
え
た
ら
し
い
。
自
分
に
構
わ
ず
発た

っ
て
く
れ
と
。

20253035
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仲
間
た
ち
は
皆
、
彼
の
こ
と
は
放
っ
て
お
け
と
言
っ
た
が
、
あ
た
し
は
気
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
明
日
は
渡
り
に
発
つ
と
い
う
日
、
あ
た
し
は
彼
を

つ
か
ま
え
、
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
足
を
踏
ん
づ
け
て
お
い
て
か
ら
聞
い
た
。
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
、
な
に
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

彼
は
あ
た
し
の
方
は
見
ず
に
、
丘
の
上
の
王
子
の
像
を
遠
く
眺
め
な
が
ら
答
え
た
。

「
僕
は
あ
の
方
を
飾
っ
て
い
る
宝
石
を
外
し
て
、
そ
れ
か
ら
体
に
貼
っ
て
あ
る
金
箔
を
は
が
し
て
、
貧
し
い
人
た
ち
に
持
っ
て
行
っ
て
い
る
ん
だ
。

あ
の
方
に
頼
ま
れ
た
か
ら
だ
。
あ
の
方
は
、
こ
の
町
の
貧
し
い
人
た
ち
が
食
べ
物
も
薪ま
き

も
薬
も
買
え
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
、
ひ
ど
く
気
に
し
て

お
ら
れ
る
。
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
を
黙
っ
て
見
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
け
れ
ど
ご
自
分
は
台
座
か
ら
降
り
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
僕
に
お
頼
み
に

な
っ
た
。
僕
が
宝
石
や
金
箔
を
届
け
た
ら
、
お
な
か
を
す
か
せ
た
若
者
が
パ
ン
を
、
凍
え
る
子
ど
も
が
薪
を
、
病
気
の
年
寄
り
が
薬
を
買
う
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
」

あ
た
し
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
ど
う
し
て
あ
な
た
が
、
そ
れ
を
す
る
の
？
」

「
誰
か
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」

「
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
あ
な
た
が
、
そ
の『
誰
か
』な
の
？　

な
ぜ
あ
な
た
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？　

こ
こ
に
い
た
の
で
は
、
長
く
生
き
ら
れ

な
い
わ
よ
」

あ
た
し
は
重
ね
て
聞
い
た
。
彼
は
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
目
で
、
ち
ら
っ
と
あ
た
し
を
見
た
。

「
君
な
ん
か
に
は
、
僕
ら
の
や
っ
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
は
Ｂ
わ
か
ら
な
い
さ
」

腹
が
立
っ
た
あ
た
し
は「
勝
手
に
す
れ
ば
」と
言
っ
て
、
足
を
の
け
た
。
彼
は
は
ば
た
い
て
丘
の
上
へ
と
飛
ん
で
行
っ
た
。
あ
た
し
は
そ
れ
を
た
だ
見

送
っ
た
。

長
い
長
い
渡
り
の
旅
を
終
え
、
あ
た
し
た
ち
は
南
の
海
辺
の
町
に
着
い
た
。
あ
た
し
は
数
日
の
間
、
海
を
見
下
ろ
す
木
の
枝
に
と
ま
っ
て
、
沖
の
ほ

う
を
眺
め
て
い
た
。
彼
が
遅
れ
て
飛
ん
で
来
は
し
な
い
か
と
思
っ
た
の
だ
。
し
か
し
彼
が
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
嵐
が
や
っ
て
来
て
、
数
日
の

40455055
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間
海
を
閉
ざ
し
た
。

こ
の
嵐
は
冬
の
イ
ト
ウ
ラ
イ
を
告
げ
る
も
の
で
、
北
の
町
は
も
う
、
あ
た
し
た
ち
に
は
生
き
て
い
け
な
い
寒
さ
に
な
っ
た
は
ず
だ
と
、
年
か
さ
の

ツ
バ
メ
た
ち
が
話
し
て
い
た
。

彼
も
き
っ
と
、
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

彼
は
な
ぜ
、
あ
の
町
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
貧
し
い
人
た
ち
を
救
う
た
め
、
自
分
で
は
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
あ
た
し
な
ど
に
は
そ
ん
な
志

は
わ
か
ら
な
い
の
だ
と
。
で
も
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
大
好
き
な
王
子
の
喜
ぶ
顔
を
見
た
か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
て
王
子
は
な
ぜ
、
彼
に
使
い
を
頼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
貧
し
い
人
た
ち
を
救
う
た
め
、
自
分
で
は
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
で
も
…
…
。

ま
あ
い
い
。
ど
う
せ
あ
た
し
に
は
Ｃ
わ
か
ら
な
い
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
。
春
に
な
れ
ば
あ
た
し
た
ち
は
、
ま
た
北
の
土
地
に
帰
っ
て
い
く
。

あ
た
し
は
そ
こ
で
、
彼
の
よ
う
な
遠
く
を
見
る
ま
な
ざ
し
な
ど
持
た
ず
、
近
く
の
虫
を
見
つ
け
て
せ
っ
せ
と
つ
か
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
を
一
緒
に
育
て

て
く
れ
る
若
者
と
シ
ョ
ウ
タ
イ
を
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
も
し
ま
た
渡
り
の
前
に
あ
の
町
に
寄
っ
て「
幸
福
な
王
子
」の
像
を
見
た
ら
、
聞
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
は
た
だ
、
自
分
が
ま
と
っ
て
い
た
重
い
も
の
を
、
捨
て
た
か
っ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
命
を
捨
て
て
も
自
分
の
傍そ
ば

に
い
た

い
と
思
う
者
が
た
だ
ひ
と
り
、
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
―
―
―
と
。

（
光
原
百
合
他『
捨
て
る
』に
よ
る
。）
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問
1　

傍
線
部
ア
〜
ウ
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

1

〜

3

。

ア　

ギ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
し
く

1　

会
社
の
ギ
ョ
ウ
セ
キ
を
掲
載
す
る

2　

ク
ギ
ョ
ウ
に
耐
え
る

3　

思
い
を
ギ
ョ
ウ
シ
ュ
ク
し
た
言
葉

4　

イ
ギ
ョ
ウ
の
鬼

5　

ギ
ョ
ウ
テ
ン
す
る
ニ
ュ
ー
ス

イ　

ト
ウ
ラ
イ

1　

孤
軍
フ
ン
ト
ウ

2　

本
末
テ
ン
ト
ウ

3　

ト
ウ
イ
即
妙

4　

用
意
シ
ュ
ウ
ト
ウ

5　

不
偏
フ
ト
ウ

1

⎩―――⎨―――⎧

2

⎩―――⎨―――⎧
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ウ　

シ
ョ
タ
イ
を
持
つ

1　

ア
ク
タ
イ
を
つ
く

2　

新
た
な
勢
力
の
タ
イ
ト
ウ

3　

タ
イ
マ
ン
な
プ
レ
ー

4　

家
庭
の
ア
ン
タ
イ
を
願
う

5　

秘
書
を
タ
イ
ド
ウ
す
る

3

⎩―――⎨―――⎧
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問
2　

傍
線
部
Ａ「
遅
れ
て
そ
の
町
に
や
っ
て
き
た
若
者
は
、
な
ん
と
も
風
変
わ
り
だ
っ
た
。」に
あ
る「
若
者
」の「
風
変
わ
り
」な
点
に
つ
い
て
説
明
す

る
場
合
、
本
文
中
の
波
線
を
引
い
た
四
つ
の
文
の
う
ち
、
ど
の
文
を
根
拠
に
す
る
べ
き
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

4

。

1　

つ
や
の
あ
る
黒
い
羽
に
敏
捷
な
身
の
こ
な
し
、
実
に
見
た
目
の
い
い
若
者
だ
っ
た
か
ら
、
南
の
国
に
わ
た
る
前
、
最
後
の
骨
休
め
を
し
な

が
ら
翼
の
力
を
た
く
わ
え
て
い
る
あ
た
し
た
ち
の
群
れ
に
、
問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

2　

あ
た
し
の
友
だ
ち
の
中
に
も
彼
に
興
味
を
示
す
も
の
は
何
羽
も
い
た
。

3　

で
も
、
彼
が
い
つ
も
夢
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
語
る
も
の
だ
か
ら
―
―
今
ま
で
見
て
き
た
北
の
土
地
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
飛
ん
で
い
く

南
の
国
に
つ
い
て
、
遠
く
を
見
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
語
る
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
そ
の
う
ち
興
味
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

4　

と
は
い
え
嫌
わ
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
し
、
厳
し
い
渡
り
の
旅
を
と
も
に
す
る
仲
間
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
彼
は
あ

た
し
た
ち
と
そ
の
ま
ま
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
。
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問
3　

傍
線
部
Ｂ「
わ
か
ら
な
い
さ
」及
び
傍
線
部
Ｃ「
わ
か
ら
な
い
」に
つ
い
て
、「
彼
」と「
あ
た
し
」は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
傍
線
部
Ｂ
に
つ
い
て
は
次
の【
Ⅰ
群
】の
1
〜
3
の
う
ち
か
ら
、
傍
線
部
Ｃ
に
つ
い
て
は
後
の

【
Ⅱ
群
】の
1
〜
3
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

5

・

6

。

【
Ⅰ
群
】　　

5

1　

南
の
土
地
に
渡
っ
て
子
孫
を
残
す
と
い
う
ツ
バ
メ
と
し
て
の
生
き
方
に
固
執
し
、
生
活
の
苦
し
さ
か
ら
救
わ
れ
よ
う
と「
王
子
」の
像
に

す
が
る
町
の
人
々
の
悲
痛
な
思
い
を
理
解
し
な
い「
あ
た
し
」の
利
己
的
な
態
度
に
、
軽
蔑
の
感
情
を
隠
し
き
れ
な
い
。

2　

町
の
貧
し
い
人
た
ち
を
救
お
う
と
す
る「
王
子
」と
、
命
を
な
げ
う
っ
て
そ
れ
を
手
伝
う
自
分
を
理
解
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
行
動
を
自

己
陶
酔
だ
と
厳
し
く
批
判
す
る「
あ
た
し
」に
、
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
れ
た
く
な
い
と
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
。

3　

群
れ
の
足
並
み
を
乱
さ
せ
ま
い
と
ど
う
喝
す
る「
あ
た
し
」が
、
暴
力
的
な
振
る
舞
い
に
頼
る
ば
か
り
で
、「
王
子
」の
行
い
を
ど
れ
ほ
ど

熱
心
に
説
明
し
て
も
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
見
せ
な
い
こ
と
に
、
裏
切
ら
れ
た
思
い
を
抱
き
、
失
望
し
て
い
る
。

【
Ⅱ
群
】　　

6

1　
「
王
子
」の
像
を
金
や
宝
石
に
よ
っ
て
飾
り
、
祭
り
上
げ
る
人
間
の
態
度
は
、
ツ
バ
メ
で
あ
る「
あ
た
し
」に
と
っ
て
は
理
解
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
う
し
た「
王
子
」に
生
命
を
か
け
て
尽
く
し
て
い
る「
彼
」の
こ
と
も
ま
た
い
ま
だ
に
理
解
し
が
た
く
感
じ
て
い
る
。

2　

無
謀
な
行
動
に
突
き
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る「
彼
」を
救
い
出
す
言
葉
を
持
た
ず
、
暴
力
的
な
振
る
舞
い
で
か
え
っ
て「
彼
」を
突
き
放
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
こ
れ
か
ら
先
の
生
活
に
も
そ
の
後
悔
が
つ
い
て
回
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

3　

貧
し
い
人
た
ち
を
救
う
た
め
と
い
う
よ
り
、「
王
子
」に
尽
く
す
た
め
だ
け
に「
彼
」は
行
動
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

「
彼
」自
身
の
拒
絶
に
よ
っ
て
ふ
た
り
の
関
係
に
介
入
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
。
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問
4　

こ
の
小
説
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド「
幸
福
な
王
子
」の
あ
ら
す
じ
の
記
載
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所（
Ｘ
）と
そ
の
後
の
文
章（
Ｙ
）と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
6
の
う
ち
か
ら
二
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

7

。

1　

Ｘ
で
は
、
神
の
視
点
か
ら「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」と「
王
子
」の
自
己
犠
牲
的
な
行
為
が
語
ら
れ
、
最
後
に
は
救
済
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
普
遍

的
な
博
愛
の
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
ツ
バ
メ
た
ち
の
視
点
か
ら
語
り
直
す
Ｙ
は
、
Ｘ
に
見
ら
れ
る
神
の
存
在
を
否
定
し
た
上
で
、「
彼
」と

「
王
子
」の
す
れ
違
い
を
強
調
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
劇
へ
と
読
み
替
え
て
い
る
。

2　

Ｘ
の「
王
子
」と「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」の
自
己
犠
牲
は
、
人
々
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
神
に
よ
っ
て
そ
の
崇
高
さ

を
保
証
さ
れ
る
。
Ｙ
で
も
、
献
身
的
な「
王
子
」に「
彼
」が
命
を
捨
て
て
仕
え
た
だ
ろ
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
い
ず
れ
も
、

「
あ
た
し
」に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
願
望
に
基
づ
く
も
の
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。

3　

Ｙ
で
は
、「
あ
た
し
」と
い
う
感
情
的
な
女
性
の
ツ
バ
メ
の
視
点
を
通
し
て
、
理
性
的
な「
彼
」を
批
判
し
、
超
越
的
な
神
の
視
点
も
破
棄
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」と「
王
子
」の
英
雄
的
な
自
己
犠
牲
が
神
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う
Ｘ
の
幸
福
な
結
末
を
、

「
あ
た
し
」の
介
入
に
よ
っ
て
、
救
い
の
な
い
悲
惨
な
結
末
へ
と
読
み
替
え
て
い
る
。

4　

Ｙ
に
は
、「
あ
た
し
」と
い
う
ツ
バ
メ
が
登
場
し
、「
王
子
」に
向
け
た「
彼
」の
言
動
の
不
可
解
さ
に
言
及
す
る「
あ
た
し
」の
心
情
が
中
心
化

さ
れ
て
い
る
。「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」と「
王
子
」が
誰
に
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
悲
劇
的
に
終
わ
る
Ｘ
を
、
Ｙ
は
、「
彼
」と
家
庭
を
持
ち
た
い

と
い
う「
あ
た
し
」の
思
い
の
成
就
を
暗
示
す
る
恋
愛
物
語
へ
と
読
み
替
え
て
い
る
。

5　

Ｘ
は
、
愚
か
な
人
間
た
ち
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」の
死
骸
と「
王
子
」の
心
臓
が
、
天
使
に
よ
っ
て
天
国
に
迎
え
ら
れ
る

と
い
う
逆
転
劇
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
構
造
は
、
Ｙ
に
お
い
て
、
仲
間
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
た「
彼
」の
死
が「
あ
た
し
」に
よ
っ
て

「
王
子
」の
た
め
の
自
己
犠
牲
と
し
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う
、
別
の
逆
転
劇
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。



31

6　

Ｘ
で
は
、
貧
し
い
人
々
に
分
け
与
え
る
た
め
に
宝
石
や
金
箔
を
外
す
と
い
う「
王
子
」の
自
己
犠
牲
的
な
行
為
は
、「
一
羽
の
ツ
バ
メ
」の
献

身
と
と
も
に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
で
は
、「
王
子
」が
命
を
捧
げ
る
よ
う
に「
彼
」に
求
め
つ
つ
、
自
ら
は
社
会
的
な
役
割

か
ら
逃
れ
た
い
と
望
ん
で
い
る
と
し
て
、
捨
て
る
と
い
う
行
為
の
意
味
が
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。
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問
5　

次
の【
Ⅰ
群
】の
ａ
〜
ｃ
の
構
成
や
表
現
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の【
Ⅱ
群
】の
1
〜
6
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

8

〜

10

。

【
Ⅰ
群
】

ａ　

1
〜
7
行
目
の
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
作「
幸
福
な
王
子
」の
記
載　
　

8

ｂ　

12
行
目「
彼
が
い
つ
も
夢
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
語
る
も
の
だ
か
ら
―
―
」の「
―
―
」　　

9

ｃ　

56
行
目
以
降
の「
あ
た
し
」の
モ
ノ
ロ
ー
グ（
独
白
）　　

10

【
Ⅱ
群
】

1　

最
終
場
面
に
お
け
る
物
語
の
出
来
事
の
時
間
と
、
そ
れ
を
語
っ
て
い
る「
あ
た
し
」の
現
在
時
と
の
ず
れ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

2　
「
彼
」の
性
質
を
端
的
に
示
し
た
後
で
具
体
的
な
例
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
性
質
に
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

3　

断
定
的
な
表
現
を
避
け
、
言
い
よ
ど
む
こ
と
で
、「
あ
た
し
」が「
彼
」に
対
し
て
抱
く
不
可
解
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

4　
「
王
子
」の
像
も
人
々
に
見
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
、「
あ
た
し
」に
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
展
開
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

5　
「
あ
た
し
」の
、「
王
子
」や「
彼
」の
行
動
や
思
い
に
対
し
て
揺
れ
る
複
雑
な
心
情
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

6　

自
問
自
答
を
積
み
重
ね
る「
あ
た
し
」の
内
面
的
な
成
長
を
示
唆
す
る
視
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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国
語
の
問
題
は
次
に
続
く
。
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『
源
氏
物
語
』は
書
き
写
す
人
の
考
え
方
に
よ
っ
て
本
文
に
違
い
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
本
に
よ
っ
て
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。
次
の【
文
章

Ⅰ
】と【
文
章
Ⅱ
】は
、
と
も
に『
源
氏
物
語
』（
桐き
り

壺つ
ぼ

の
巻
）の
一
節
で
、
最
愛
の
后き
さ
き

で
あ
る
桐
壺
の
更こ
う

衣い

を
失
っ
た
帝み
か
ど

の
も
と
に
、
更
衣
の
母
か
ら
故

人
の
形
見
の
品
々
が
届
け
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。【
文
章
Ⅰ
】は
藤
原
定
家
が
整
え
た
本
文
に
基
づ
き
、【
文
章
Ⅱ
】は
源
光み
つ

行ゆ
き

・
親ち
か

行ゆ
き

親
子
が
整
え
た
本

文
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、【
文
章
Ⅲ
】は
源
親
行
に
よ
っ
て
書
か
れ
た『
原げ
ん

中ち
ゆ
う

最さ
い

秘ひ

抄し
よ
う

』の
一
節
で
、【
文
章
Ⅱ
】の
よ
う
に
本
文
を
整
え
た
と
き
の

逸
話
を
記
し
て
い
る
。【
文
章
Ⅰ
】〜【
文
章
Ⅲ
】を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
〜
6
）に
答
え
よ
。

【
文
章
Ⅰ
】

か
の
贈
り
も
の
御
覧
ぜ
さ
す
。
亡
き
人
の
住
み
か
尋
ね
い
で
た
り
け
む
、
ア
し
る
し
の
釵
か
ん
ざ
し

な
ら
ま
し
か
ば
、
と
思お
も

ほ
す
も
、
い
と
か
ひ
な
し
。

イ
尋
ね
ゆ
く
幻
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂た
ま

の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く

絵
に
描
け
る
楊や
う

貴き

妃ひ

の
容か
た
ち貌
は
、
い
み
じ
き
絵
師
と
言
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
匂
ひ
少
な
し
。
太た
い

液え
き

の
芙ふ

蓉よ
う

、
未び

央あ
う

の
柳
も
、
げ
に
通

ひ
た
り
し
容
貌
を
、
唐か
ら

め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
こ
そ
あ
り
け
め
、
な
つ
か
し
う
ら
う
た
げ
な
り
し
を
思お
ぼ

し
出い

づ
る
に
、
花は
な

鳥と
り

の
色
に
も
音ね

に

も
、
よ
そ
ふ
べ
き
か
た
ぞ
な
き
。

【
文
章
Ⅱ
】

か
の
贈
り
も
の
御
覧
ぜ
さ
す
。
亡
き
人
の
住
み
か
尋
ね
い
で
た
り
け
む
、
し
る
し
の
釵
な
ら
ま
し
か
ば
、
と
思
す
も
、
い
と
か
な
し
。

尋
ね
ゆ
く
幻
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く

絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
は
、
い
み
じ
き
絵
師
と
言
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
匂
ひ
少
な
し
。
太
液
の
芙
蓉
も
、
げ
に
通
ひ
た
り
し
容

貌
・
色
あ
ひ
、
唐
め
い
た
り
け
む
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
、
け
う
ら
に
こ
そ
は
あ
り
け
め
、
な
つ
か
し
う
ら
う
た
げ
な
り
し
あ
り
さ
ま
は
、
女を
み
な
え
し

郎
花
の

風
に
な
び
き
た
る
よ
り
も
な
よ
び
、
撫な
で

子し
こ

の
露
に
濡ぬ

れ
た
る
よ
り
も
ら
う
た
く
、
な
つ
か
し
か
り
し
容
貌
・
気
配
を
思
し
出
づ
る
に
、
花
鳥
の
色
に
も

第
4
問

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）
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音
に
も
、
よ
そ
ふ
べ
き
か
た
ぞ
な
き
。

（
注
） 
1　

亡
き
人
の
住
み
か
尋
ね
い
で
た
り
け
む
、
し
る
し
の
釵
―
―
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
愛
の
悲
劇
を
描
い
た
漢
詩「
長
恨
歌
」に
よ
る
表
現
。
玄
宗

皇
帝
は
、
最
愛
の
后
で
あ
っ
た
楊
貴
妃
の
死
後
、
彼
女
の
魂
の
あ
り
か
を
求
め
る
よ
う
に
道
士（
幻
術
士
）に
命
じ
、
道
士
は
楊
貴
妃
に
会
っ
た
証
拠
に
金

の
釵
を
持
ち
帰
っ
た
。

 

2　

絵
―
―
更
衣
の
死
後
、
帝
が
明
け
て
も
暮
れ
て
も
見
て
い
た「
長
恨
歌
」の
絵
の
こ
と
。

 

3　

太
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
柳
―
―
太
液
と
い
う
池
に
咲
い
て
い
る
蓮は
す

の
花
と
、
未
央
と
い
う
宮
殿
に
植
え
ら
れ
て
い
る
柳
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
美
人

の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る（「
長
恨
歌
」）。

【
文
章
Ⅲ
】

亡
父
光
行
、
昔
、
五
条
三
品
に
こ
の
物
語
の
不
審
の
条
々
を
尋
ね
申
し
侍は
べ

り
し
中
に
、
当
巻
に
、「
絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
形
は
、
い
み
じ
き
絵
師

と
言
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
れ
ば
、
匂
ひ
少
な
し
。
太
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
柳
も
」と
書
き
て
、「
未
央
の
柳
」と
い
ふ
一
句
を
見
せ
消け

ち
に
せ
り
。
こ
れ

に
よ
り
て
親
行
を
使
ひ
と
し
て
、

「
楊
貴
妃
を
ば
芙
蓉
と
柳
と
に
た
と
へ
、
更
衣
を
ば
女
郎
花
と
撫
子
に
た
と
ふ
、
み
な
二
句
づ
つ
に
て
よ
く
聞
こ
え
侍
る
を
、
御
本
、
未
央
の
柳
を

消
た
れ
た
る
は
、
い
か
な
る
子
細
の
侍
る
や
ら
む
」

と
申
し
た
り
し
か
ば
、

「
我
は
ウ
い
か
で
か
自
由
の
事
を
ば
し
る
べ
き
。
行
成
卿き
や
う

の
自
筆
の
本
に
、
こ
の
一
句
を
見
せ
消
ち
に
し
給
ひ
き
。
紫
式
部
同
時
の
人
に
侍
れ

ば
、
申
し
合
は
す
る
様
こ
そ
侍
ら
め
、
と
て
こ
れ
も
墨
を
付
け
て
は
侍
れ
ど
も
、
い
ぶ
か
し
さ
に
あ
ま
た
た
び
見
し
ほ
ど
に
、
若
菜
の
巻
に
て
心
を
え

て
、
お
も
し
ろ
く
み
な
し
侍
る
な
り
」

と
申
さ
れ
け
る
を
、
親
行
、
こ
の
よ
し
を
語
る
に
、

（
注
1
）

（
注
2
）（

注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）
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「
若
菜
の
巻
に
は
、
い
づ
く
に
同
類
侍
る
と
か
申
さ
れ
し
」

と
言
ふ
に
、

「
そ
れ
ま
で
は
尋
ね
申
さ
ず
」

と
答
へ
侍
り
し
を
、
さ
ま
ざ
ま
恥は

ぢ
し
め
勘
当
し
侍
り
し
ほ
ど
に
、
親
行
こ
も
り
居
て
、
若
菜
の
巻
を
数
遍
ひ
ら
き
み
る
に
、
そ
の
意
を
え
た
り
。 

六
条
院
の
女
試し

楽が
く

、
女
三
の
宮
、
人
よ
り
ち
い
さ
く
う
つ
く
し
げ
に
て
、
た
だ
御
衣
の
み
あ
る
心
地
す
、
に
ほ
ひ
や
か
な
る
か
た
は
を
く
れ
て
、
い
と

あ
て
や
か
に
な
ま
め
か
し
く
て
、
二
月
の
中
の
十
日
ば
か
り
の
青
柳
の
し
だ
り
は
じ
め
た
ら
む
心
地
し
て
、
と
あ
り
。
柳
を
人
の
顔
に
た
と
へ
た
る
事

あ
ま
た
に
な
る
に
よ
り
て
、
エ
見
せ
消
ち
に
せ
ら
れ
侍
り
し
に
こ
そ
。
三
品
の
和
才
す
ぐ
れ
た
る
中
に
こ
の
物
語
の
奥
義
を
さ
へ
き
は
め
ら
れ
侍
り

け
る
、
あ
り
が
た
き
事
な
り
。
し
か
あ
る
を
、
京
極
中
納
言
入
道
の
家
の
本
に「
未
央
の
柳
」と
書
か
れ
た
る
事
も
侍
る
に
や
。
又
俊
成
卿
の
女む
す
め

に
尋

ね
申
し
侍
り
し
か
ば
、

「
こ
の
事
は
伝
々
の
書
写
の
あ
や
ま
り
に
書
き
入
る
る
に
や
、
あ
ま
り
に
対
句
め
か
し
く
に
く
い
け
し
た
る
方
侍
る
に
や
」

と
云し
か

々じ
か

。
よ
り
て
愚
本
に
こ
れ
を
用
い
ず
。

（
注
） 

1　

五
条
三
品
―
―
藤
原
俊
成
。
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
で
古
典
学
者
。

 

2　

見
せ
消
ち
―
―
写
本
な
ど
で
文
字
を
訂
正
す
る
際
、
も
と
の
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
、
傍
点
を
付
け
た
り
、
そ
の
字
の
上
に
線
を
引
く
な
ど
す
る
こ
と
。

 

3　

御
本
―
―
藤
原
俊
成
が
所
持
す
る『
源
氏
物
語
』の
写
本
。

 

4　

行
成
卿
―
―
藤
原
行
成
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
文
人
。
書
道
に
す
ぐ
れ
古
典
の
書
写
を
よ
く
し
た
。

 

5　

若
菜
の
巻
―
―
『
源
氏
物
語
』の
巻
名
。

 

6　

六
条
院
の
女
試
楽
―
―
光
源
氏
が
邸
宅
六
条
院
で
開
催
し
た
女
性
た
ち
に
よ
る
演
奏
会
。

 

7　

京
極
中
納
言
入
道
―
―
藤
原
定
家
。
藤
原
俊
成
の
息
子
で
歌
人
・
古
典
学
者
。

 

8　

俊
成
卿
の
女
―
―
藤
原
俊
成
の
養
女
で
歌
人
。

（
注
6
）

（
注
7
）

（
注
8
）
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問
1　

傍
線
部
ア「
し
る
し
の
釵
な
ら
ま
し
か
ば
」と
あ
る
が
、
直
後
に
補
う
こ
と
の
で
き
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

1

。

1　

い
か
に
う
れ
し
か
ら
ま
し

2　

い
か
に
め
や
す
か
ら
ま
し

3　

い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し

4　

い
か
に
を
か
し
か
ら
ま
し

5　

い
か
に
あ
ぢ
き
な
か
ら
ま
し
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問
2　

傍
線
部
イ「
尋
ね
ゆ
く
幻
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く
」の
歌
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
1
〜

5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

2

。

1　

縁
語
・
掛
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

2　

倒
置
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

3　
「
も
が
な
」は
願
望
を
表
し
て
い
る
。

4　

幻
術
士
に
な
っ
て
更
衣
に
会
い
に
行
き
た
い
と
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

5　
「
長
恨
歌
」の
玄
宗
皇
帝
を
想
起
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
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問
3　

傍
線
部
ウ「
い
か
で
か
自
由
の
事
を
ば
し
る
べ
き
」の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番

号
は

3

。

1　

勝
手
な
こ
と
な
ど
す
る
わ
け
が
な
い
。

2　

質
問
さ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。

3　

な
ん
と
か
し
て
好
き
な
よ
う
に
し
た
い
。

4　

あ
な
た
の
意
見
が
聞
き
た
い
。

5　

自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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問
4　

傍
線
部
エ「
見
せ
消
ち
に
せ
ら
れ
侍
り
し
に
こ
そ
」に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。
解
答
番
号
は

4

。

1　

紫
式
部
を
主
語
と
す
る
文
で
あ
る
。

2　

行
成
へ
の
敬
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

3　

親
行
の
不
満
が
文
末
の
省
略
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

4　

光
行
を
読
み
手
と
し
て
意
識
し
て
い
る
。

5　

俊
成
に
対
す
る
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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問
5　
【
文
章
Ⅱ
】の
二
重
傍
線
部「
唐
め
い
た
り
け
む
〜
思
し
出
づ
る
に
」で
は
、
楊
貴
妃
と
更
衣
の
こ
と
が
、【
文
章
Ⅰ
】よ
り
も
詳
し
く
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
部
分
の
表
現
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
、
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号

は

5

。

1　
「
唐
め
い
た
り
け
む
」の「
け
む
」は
、「
長
恨
歌
」中
の
人
物
で
あ
っ
た
楊
貴
妃
と
、
更
衣
と
の
対
比
を
明
確
に
し
て
い
る
。

2　
「
け
う
ら
に
こ
そ
は
あ
り
け
め
」と
い
う
表
現
は
、
中
国
的
な
美
人
で
あ
っ
た
楊
貴
妃
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

3　
「
女
郎
花
」が
風
に
な
び
い
て
い
る
と
い
う
表
現
は
、
更
衣
が
幸
薄
く
薄
命
な
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

4　
「
撫
子
」が
露
に
濡
れ
て
い
る
と
い
う
表
現
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
更
衣
の
可か

憐れ
ん

さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。

5　
「
○
○
よ
り
も
△
△
」と
い
う
表
現
の
繰
り
返
し
は
、
自
然
物
に
な
ぞ
ら
え
き
れ
な
い
更
衣
の
魅
力
を
強
調
し
て
い
る
。
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問
6　
【
文
章
Ⅲ
】の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

6

。

1　

親
行
は
、
女
郎
花
と
撫
子
が
秋
の
景
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
柳
は
春
の
景
物
で
あ
り
、
桐
壺
の
巻
の
場
面
で
あ
る
秋
の
季
節
に
使
う
表

現
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
、【
文
章
Ⅱ
】で
は「
未
央
の
柳
」を
削
除
し
た
。

2　

俊
成
の
女
は
、「
未
央
の
柳
」は
紫
式
部
の
表
現
意
図
を
無
視
し
た
後
代
の
書
き
込
み
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
俊
成
か
ら
譲
ら
れ

た
行
成
自
筆
本
の
該
当
部
分
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
そ
れ
を
親
行
に
見
せ
た
。

3　

光
行
は
、
俊
成
所
持
の『
源
氏
物
語
』で
は
、「
未
央
の
柳
」が
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
不
審
を
抱
い
て
、
親
行
に
命
じ
て
質
問
さ

せ
た
。
そ
れ
は
、
光
行
は
、
整
っ
た
対
句
に
な
っ
て
い
る
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

4　

親
行
は
、「
未
央
の
柳
」を
見
せ
消
ち
と
し
た
理
由
を
俊
成
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
満
足
な
答
え
が
得
ら
れ
ず
、
光
行
か
ら
も
若
菜
の
巻
を
読

む
よ
う
に
叱
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
自
身
で
若
菜
の
巻
を
読
み
、「
未
央
の
柳
」を
不
要
だ
と
判
断
し
た
。

5　

俊
成
は
、
光
行
・
親
行
父
子
に
対
し
て
は
、「
未
央
の
柳
」は
見
せ
消
ち
で
よ
い
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
息
子
の
定
家
に
は「
未
央
の
柳
」

を
は
っ
き
り
残
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
奥
義
を
自
家
の
秘
伝
と
す
る
た
め
の
偽
装
で
あ
っ
た
。
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国
語
の
問
題
は
次
に
続
く
。
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次
の【
文
章
Ⅰ
】は
、
殷い
ん

王
朝
の
末
期
に
、
周し
ゆ
うの
西せ
い

伯は
く

が
呂り
よ

尚し
よ
う（
太た
い

公こ
う

望ぼ
う

）と
出
会
っ
た
時
の
話
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
授
業
で
こ
れ
を
学
ん

だ
Ｃ
組
は
太
公
望
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
班
は
、
太
公
望
の
こ
と
を
詠
ん
だ
佐さ

藤と
う

一い
つ

斎さ
い

の
漢
詩
を
見
つ
け
、
調
べ
た
こ
と
を【
文

章
Ⅱ
】と
し
て
ま
と
め
た
。【
文
章
Ⅰ
】と【
文
章
Ⅱ
】を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
〜
7
）に
答
え
よ
。
な
お
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。

【
文
章
Ⅰ
】

　

 

呂 

尚ハ 
蓋シ 
嘗 

窮 

困シ、
年 

老イ
タ
リ

 

矣
。
以テ 

漁 

釣ヲ 

奸
ム

 

周ノ 

西 

伯ニ。
西 

伯 

将 

出 

猟 

卜 

之
。
曰ハ

ク、「
所ハ 
獲ル 
非ズ 

龍ニ、
非ズ 

ニ、
非ズ 

虎ニ、
非ズ 

羆
ニ、
所ハ 

獲ル 

覇 

王 

之 

輔
。」於イ

テ

 

是ニ 

周ノ  

西 

伯 

猟リ
ス。

果 

遇フ 

太 
公ニ 
於 

渭 

之 

陽
ニ。

与 

語リ
テ

 

大イ
ニ

 

説 

曰ハ
ク、「

自リ 

吾ガ 

先 

君 

太 

公 
 

曰ハ
ク、『
当 

有リ
テ

 

聖 

人 

適ク 

周ニ。
周 
以テ 
興ラ

ン
ト。』子ハ 

真ニ 

是レ
ナ
ル

 

邪
。
吾ガ 

太 

公 

望ム
コ
ト

 

子ヲ 

久シ
ト

 

矣
。」故ニ  

号シ
テ

 

之ヲ 

曰フ 

太 

公 

望ト。
載セ

テ

 

与 

俱ニ 
帰リ、
立テ

テ
 

為ス 

師ト。

（
司し

馬ば

遷せ
ん『
史し

記き

』に
よ
る
。）

（
注
） 

1　

奸
―
―
知
遇
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
。

 

2　

太
公
―
―
こ
こ
で
は
呂
尚
を
指
す
。

 

3　

渭
之
陽
―
―
渭い

水す
い

の
北
岸
。
渭
水
は
、
今
の
陝せ
ん

西せ
い

省
を
東
に
流
れ
て
黄
河
に
至
る
川
。

 

4　

吾
先
君
太
公
―
―
こ
こ
で
は
西
伯
の
亡
父
を
指
す（
な
お
諸
説
が
あ
る
）。

第
5
問

⑴

二

一
（
注
1
）

も
と

二

一 Ａ

レ

レ

レ
み
づ
ち

レ

レ
ひ
ぐ
ま

レ

た
す

 

ケ
ナ
リ
ト

レ

か

ア

二
（
注
2
）

（
注
3
）

ゐ

き
た

一 ⑵

よ
ろ
こ

 

ビ
テ

二
（
注
4
）

一

イ

下

二

一

ゆ
上レ

Ｂ

か

レ

レ

二

一

レ
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太 
公 

垂 

釣ノ 

図

謬 

被 
文 
王ニ 

載セ 

得テ 

帰ラ  

一 

竿
ノ

 

風 
月 
与 
心 

違
フ

 
 

想
フ

 

君ガ 

牧 

野 

鷹 
揚

ノ
 

後 
 

夢ハ 

在ラ
ン

 

磻 

渓
ノ

 

旧 

釣 
磯ニ 

あ
や
ま

 

リ
テ

れ
二

一

い
つ

か
ん

レ

た
が

お
も

ぼ
く

や

よ
う

や
う

二
は
ん

け
い

て
う

き
一

佐
藤
一
斎

不
本
意
に
も
文
王
に
よ
っ
て
周
に
連
れ
て
い
か
れ
て
し
ま
い
、

釣
り
竿ざ
お

一
本
だ
け
の
風
月
と
い
う
願
い
と
は
、
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

想
う
に
、
あ
な
た
は
牧
野
で
武
勇
知
略
を
示
し
て
殷
を
討
伐
し
た
後
は
、

磻
渓
の
昔
の
釣つ
り

磯い
そ

を
毎
夜
夢
に
見
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

幕
末
の
佐
藤
一
斎（
一
七
七
二
〜
一
八
五
九
）に
、
太
公
望（
呂
尚
）の

こ
と
を
詠
ん
だ
漢
詩
が
あ
り
ま
す
。
太
公
望
は
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
磻
渓（
渭
水
の
ほ
と
り
）で
文
王（
西
伯
）と
出
会
い
、
周
に
仕
え
ま

す
。
殷
と
の「
牧
野
の
戦
い
」で
は
、
軍
師
と
し
て
活
躍
し
、
周
の
天
下

を
盤
石
の
も
の
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
当
の
思
い
は
？ 

 

Ｃ
佐
藤
一
斎
の
漢
詩
は
、【
文
章
Ⅰ
】と
は
異
な
る
太
公
望
の
姿
を
描

き
ま
し
た
。

あ
る
説
と
し
て
、
こ
の
漢
詩
は
佐
藤
一
斎
が
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら 

昌し
よ
う

平へ
い

坂ざ
か

学
問
所（
幕
府
直
轄
の
学
校
）の
教
官
と
な
り
、
そ
の
時
の
自

分
の
心
境
を
示
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
コ
ラ
ム
〉

太
公
望
＝
釣
り
人
？

文
王
と
の
出
会
い

が
釣
り
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
で
は
釣

り
人
の
こ
と
を「
太

公
望
」と
言
い
ま
す
。

【
文
章
Ⅰ
】の
、
西
伯

が
望
ん
だ
人
物
だ
っ

た
か
ら
と
い
う
由
来

と
は
違
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

狩か
の
う野
探た
ん

幽ゆ
う

画「
太
公
望
釣
浜
図
」

日
本
で
も
太
公
望
が
釣
り
を
す
る
絵
画

が
た
く
さ
ん
描
か
れ
ま
し
た
。

【
文
章
Ⅱ
】佐

藤
一
斎
の「
太
公
垂
釣
の
図
」に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日

　
　
　

 

愛
日
楼
高
等
学
校
二
年
Ｃ
組
二
班
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問
1　

波
線
部
⑴「
嘗
」・
⑵「
与
」の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解

答
番
号
は

1

・

2

。

⑴　
「
嘗
」

1　

か
つ
て

2　

こ
こ
ろ
み
に

3　

す
な
は
ち

4　

な
め
て

5　

な
ん
ぞ

⑵　
「
与
」

1　

あ
た
へ

2　

あ
づ
か
り

3　

こ
こ
に

4　

す
で
に

5　

と
も
に

1

⎩―――⎨―――⎧

2

⎩―――⎨―――⎧
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問
2　

二
重
傍
線
部
ア「
果
」・
イ「
当
」の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

3

・

4

。

ア　
「
果
」

1　

た
ま
た
ま

2　

案
の
定

3　

思
い
が
け
ず

4　

や
っ
と
の
こ
と
で

5　

約
束
ど
お
り
に

イ　
「
当
」

1　

ぜ
ひ
と
も
〜
す
べ
き
だ

2　

ち
ょ
う
ど
〜
の
よ
う
だ

3　

ど
う
し
て
〜
し
な
い
の
か

4　

き
っ
と
〜
だ
ろ
う

5　

た
だ
〜
だ
け
だ

3

⎩―――⎨―――⎧

4

⎩―――⎨―――⎧
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問
3　

傍
線
部
Ａ「
西
伯
将
出
猟
卜
之
」の
返
り
点
の
付
け
方
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

5

。

1　

西
伯
将
出
猟
卜
之　
　

西
伯
将
に
猟か

り
に
出い

で
て
之
を
卜う
ら
なふ
べ
し

2　

西
伯
将
出
猟
卜
之　
　

西
伯
の
将
出
で
て
猟
り
し
て
之
を
卜
ふ

3　

西
伯
将
出
猟
卜
之　
　

西
伯
将は

た
猟
り
に
出
で
て
之
を
卜
ふ
か

4　

西
伯
将
出
猟
卜
之　
　

西
伯
猟
り
に
出
づ
る
を
将ひ
き

ゐ
て
之
を
卜
ふ

5　

西
伯
将
出
猟
卜
之　
　

西
伯
将
に
出
で
て
猟
り
せ
ん
と
し
之
を
卜
ふ

二

レ

一レレ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ
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問
4　

傍
線
部
Ｂ「
子
真
是
邪
」の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

6

。

1　

我
が
子
は
ま
さ
に
こ
れ
に
ち
が
い
な
い
。

2　

あ
な
た
は
ま
さ
に
そ
の
人
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。

3　

あ
な
た
は
ま
さ
に
そ
の
人
で
は
な
い
か
。

4　

我
が
子
が
ま
さ
に
そ
の
人
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。

5　

我
が
子
が
ま
さ
に
そ
の
人
で
は
な
い
か
。
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問
5　
【
文
章
Ⅱ
】に
挙
げ
ら
れ
た
佐
藤
一
斎
の
漢
詩
に
関
連
し
た
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
1
〜
6
の
う
ち
か
ら
、
す
べ
て
選
べ
。
解

答
番
号
は

7

。

1　

こ
の
詩
は
七
言
絶
句
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
第
一
、
二
、
四
句
の
末
字
で
押
韻
し
て
い
る
。

2　

こ
の
詩
は
七
言
律
詩
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
第
一
句
と
偶
数
句
末
で
押
韻
し
、
ま
た
対
句
を
構
成
し
て
い
る
。

3　

こ
の
詩
は
古
体
詩
の
七
言
詩
で
あ
り
、
首し
ゆ

聯れ
ん

、
頷が
ん

聯れ
ん

、
頸け
い

聯れ
ん

、
尾び

聯れ
ん

か
ら
な
っ
て
い
る
。

4　

こ
の
詩
の
よ
う
な
作
品
は
中
国
語
の
訓
練
を
積
ん
だ
ご
く
一
部
の
知
識
人
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
漢
詩
は
日
本
人
の
創
作
活
動
の
一

つ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

5　

こ
の
詩
の
よ
う
な
作
品
を
詠
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
漢
詩
を
日
本
独
自
の
文
学
様
式
に
変
化
さ
せ
た
か
ら
で
、
日
本
人
は
江
戸
時
代
末

期
か
ら
漢
詩
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

6　

こ
の
詩
の
よ
う
に
優
れ
た
作
品
を
日
本
人
が
多
く
残
し
て
い
る
の
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
が
漢
詩
文
に
親
し
み
、
自
ら
の
教
養
の
基
礎
と

し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
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問
6　
【
文
章
Ⅱ
】の

で
囲
ま
れ
た〈
コ
ラ
ム
〉の
文
中
に
一
箇
所
誤
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
誤
っ
た
箇
所
を
次
の
Ａ
群
の
1
〜
3
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
び
、
正
し
く
改
め
た
も
の
を
後
の
Ｂ
群
の
1
〜
6
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

8

・

9

。

Ａ
群　
　

8

1　

文
王
と
の
出
会
い
が
釣
り
で
あ
っ
た

2　

釣
り
人
の
こ
と
を「
太
公
望
」と
言
い
ま
す

3　

西
伯
が
望
ん
だ
人
物
だ
っ
た
か
ら

Ｂ
群　
　

9

1　

文
王
が
卜う
ら
ない
を
し
て
い
る
時
に
出
会
っ
た

2　

文
王
が
釣
り
を
し
て
い
る
時
に
出
会
っ
た

3　

釣
り
に
よ
っ
て
出
世
し
よ
う
と
す
る
人
の
こ
と
を「
太
公
望
」と
言
い
ま
す

4　

釣
り
場
で
出
会
っ
た
友
の
こ
と
を「
太
公
望
」と
言
い
ま
す

5　

西
伯
の
先
君
太
公
が
望
ん
だ
人
物
だ
っ
た
か
ら

6　

西
伯
の
先
君
太
公
が
望
ん
だ
子
孫
だ
っ
た
か
ら
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問
7　
【
文
章
Ⅱ
】の
傍
線
部
Ｃ「
佐
藤
一
斎
の
漢
詩
は
、【
文
章
Ⅰ
】と
は
異
な
る
太
公
望
の
姿
を
描
き
ま
し
た
。」と
あ
る
が
、
佐
藤
一
斎
の
漢
詩
か
ら

う
か
が
え
る
太
公
望
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
6
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

。

1　

第
一
句「
謬
り
て
」は
、
文
王
の
た
め
に
十
分
に
活
躍
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
太
公
望
の
控
え
め
な
態
度
を
表
現
し
て
い
る
。

2　

第
一
句「
謬
り
て
」は
、
文
王
の
補
佐
役
に
な
っ
て
殷
を
討
伐
し
た
後
の
太
公
望
の
む
な
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

3　

第
二
句「
心
と
違
ふ
」は
、
文
王
に
見
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
釣
り
を
す
る
だ
け
の
生
活
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
太

公
望
の
回
想
を
表
現
し
て
い
る
。

4　

第
二
句「
心
と
違
ふ
」は
、
殷
の
勢
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
文
王
の
補
佐
役
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
待
遇
に
対
す
る
太
公
望
の
不
満
を
表

現
し
て
い
る
。

5　

第
四
句「
夢
」は
、
本
来
は
釣
磯
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
か
っ
た
と
い
う
太
公
望
の
望
み
を
表
現
し
て
い
る
。

6　

第
四
句「
夢
」は
、
文
王
の
覇
業
が
成
就
し
た
今
、
か
な
う
こ
と
な
ら
故
郷
の
磻
渓
の
領
主
に
な
り
た
い
と
い
う
太
公
望
の
願
い
を
表
現
し

て
い
る
。


